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アセ トン- ホル マリン樹脂の接着剤-の磨月 (其の4)1
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本報に於ては,主として加圧時間及び接着庄一特に低圧に於ける接着一に就vlて報告する･

｡一Ⅰ √

I)
撞着操作に於て,加熱温度を上昇させると加圧時間が短縮され畠こ,とは,班に第 1報の第 11

表 第2図で明かにせられている. 即ち接着圧31kg/cm2で, 加熱温度を1100- 120OCにすれ
) 2)

ば,加圧時間搾 5分間で充分である.更に添加物を使用する実験,即ち第 3報の第 13表第 13図
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に於でも同様のことが認められている一.これ等の事実勘 実際に作業する上の工程能率に大きな
ゝ

･影響を及ぼすものであるから,更に詳しく検討してみる必要がある.融 旨,試験管料及びこれら∫

の規格は既報やものと全 く同一にして行った.ただ耐水試験に於げろ浸水温度並に浸漬後の風乾

温度にはや し柏選があり,′浸水温度は230-畠5OC,風乾温度は250-28OCであった..,その結果

は次に記載する如くであも. '

(1).接着圧と接着力との関係
,∫

加熱湿度及び加圧時間をそれぞれ 1100-1200C,5分間とし,接着圧を 0-6Pkg/cm之の問で

稜 々変化さして,常態並に耐水の試験を行った･第1零第 1甲はその蘭巣である･
3) 4)

この結果によれば,第1報及び第2裁定於ける接着圧と接着力との関係と大体同一甲傾向-

最高接着圧31kg/cm2 (常態),18kg/cm2(耐水)- を示しているが,特に耐水試験に於七ば.,､

接着力/D上昇簿下に前報に比して幾分の綬浸ざが窺われる.

(2)加熱温度と接着力との関係

加圧時間を5分間i接着崖を 18kg/cm望とし,加熱温度を600-160OC迄種々に変化さして各

々の温度に於ける接着力を試験した.その結果は第2表第2囲め如ぐである.

第 2表
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この結果によれば,最初は加熱温度の上昇につれて接着力の上昇を率挺し,1100-120OCで最

高に準し,その後は加熱温度を'1400-150OC迄で上げ七も殆んど接着力に影響がなく,130kg/cm'Z

前後で止まる.～しかし加熱塩安が 1400-150OC 以上になると, 接着力は かえって減速して来

a.

/.(3) 加熱時間と接着力との関係

加熱温度を1100-120OC',接着産を118kg/cm2 とし,加熱時間の影響を見た.その結果は第3

表.第3図の如くである.
L 8
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第 3図
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第 3表

この結果によれば,常態試験では,加熱時間10分間迄は幾分接着力の上昇を来たすが, その

後は加熱時間の経過にともなって急に低下する.叉耐水貌験では,･加熱時間 5分間の時に最高接

薄力率示L,;その後は時間あ置過とともに幾分甲低下はあるが 50如/cm2前後で一定となる･
( . .･･-

e I

前報までは絶て加圧,加熱による試験であったが,本報では特に加圧することなく,極 く低圧

- 僅かに試験片のづれない程度広軽 く押える･勿論圧力は接着隼使用すi小型プレスのメ-♂

ーには計量されない.- の場合に,加熱嘘軌 加熱時間を変化さしてこれ等が接着力に如何に

影響を与えるかを見てみた∴試験資料及び規格等は,既報のものと全く同∴雪行うた.ただ耐水
y

試験に於げろ浸水-温度並に浸漬後の風乾温度に相違があり,水温50-loo°,風乾温度80-12OC

であった･宴の結果は第4表?如くでをる･ - ,-

･この結果によれば,加圧の場合に比較して接着力が著しく減少- 常態で約 80kg/cm2前後,●

耐水で約 30kg/cm2 前後- するが, 加熱温度が上鼻すJz,定っれて加熱時問が短縮されること

は,今茎の加圧の場合と全 く同様である･従って加熱温度が高温になるにつれて,加熱時問を短J

縮することが肝要で,特に 1000-1100C では10分間以上の加熱は,接着力を寧ろ急速に拭少さ

せる傾向が東vl.

以上 Ⅰ,ⅠⅠの異観結果を要約すれば,
I:J>

i)働 勲温度が 1000-1200Cで幾分高いが, 僅か 5分間の加圧時間で常態 143kg/cm2 (揺

着圧 31kg/cmヲ),耐水 66kg/cm予(接着圧 18桓/cm2)の撞着カを出し得ること恥 実用上効果

■
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第 4 表

加熱時間(.軌 時,日) 肇 着 カ (kg/cmg) li,
600.-70oLC㌔ 80oi～900C 1000_110oC′◆一兎態匝 水十唐可 耐永
-云 1

5分､- - - - -｣ヒ - 0 o■37 卜0 66 10 野 3壷

-lop.:- - - -∵ ∴∴0 63㌧号 .772I 0 p21 0̀ 59 10 79 32 ､､73 ㌔.24

20. - - - - 0 53 15 I.79 35 81 37 52 21

印 - - - - 12 97 17､ - -･72 28 50 6
ー毎 - - 0 ･Lo, 24 72 32 69 126 ･31 0 14 0

:2 - - 17. 0､ 52 13.'.53 7 - - 53'- 18- 24 :-0- -
'写 - - 45 13 一 言 ㌃ l 白683 37 81 44 - - - ■-■_..-_＼-
･-i 0,ho 59 ･24 -71 33 - - - - !36.～ 0 - - - i

lO 2̀2 0- - - ち -65 33 - - - - - - - -
′2() ･44 o■- i - ｣__...._ - - - - - - - - - -
昔日 56 -18 71 32 89 40 82 35ー̀･83 35 - - - - - -
曽' - - - 76 31 - - - - - - - - -

a 61 ･､14 73. ･革2 - - 66 畠7 - - T - - - - -
1d 68 16 - - - - - - - - - - - - -ー

約である. i＼

ii) 加圧しなレ場合でも,加熱温度と加熱時間とを永め如 く適当に選定すれば, 常態で 70

～80kg/cm2,耐水で 30∴ノ40kg/cm芝の接着力を出し得る. この程度であれば,使用目的によう
′＼

てほt,実用に供せられないことはない.

加 熱 温 度

10〇十200C

200.-300C

300～ 400C

400′}500C

500.-600C

600.-700C
■

800γ 900C

loo°.}1100C

.加 熱 時 間

1月 以 上

･5時間以上

3時間以上 ′

1時間以上

30分 以 上

20分から1時間以円

10分から30分以円

5分から10分以円tJ.

終 り隼臨み終始御感鰭光る御指導 と御鞭捷 とを賜った野郎 邑三郎先生･並に研究上多大の便宜を与えられた

木材研究所長梶田姦姦及び工学部紛稚化学教室藤野教授に申し際甚甘草感謝を捧ぐ･
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Rとsume

rTheexperimentalrPSultsaresummarizedbelow:

1) The followihgconditionsareefficientforapracticaluse･

Pressing′temperature 1000-1200C

Pressingtime 5m in.
や I

Specificpressure 31kg/cm2 fordry te st

18kg/cm2forwettest

2) For.adhesionofwoodsunderthelow pressure二二 yeightwithinthelimits

ofprevbntingtheslideoftestpieces- thefollowing-pressing.timeand

temperaturearedesirable.

Above 24hr. A t loo-20OC

Above 5hr. a t . 200～300C

Above 3ht. at 300～400C

◆Above lhr. at 400-500C

Above 30min at 500-ri69OC

Between20min､and60minat600～700C

Between10minand30miilat800～900C

Between5minandlOminat■1000～1100C (A

U主ldertheseconditions,adhesivestr/ength:
(

700-80kg/cm2for.dry testI

300-40kg/cm2for wet test.
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